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＜宮古市の状況＞
○	 人　　口：	 約57,590人
○	 面　　積：	 約 1260㎢
○	 高齢化率：	 32.1％

地域包括支援
センター設置数

直 営 1ヵ所

サブセンター 1ヵ所

ブランチ 1 0ヵ所
（平成25年10月現在）

＜地域の課題＞
・在宅医療を推進する医療機関が少ない
・在宅での看取りが難しい
・介護従事者の人材不足、地域包括支援センターのマンパワー不足
・医療ニーズの高い高齢者を受け入れることのできる施設が少ない

＜地域ケア会議の全体像＞ （①個別課題解決、②ネットワーク構築、③地域課題発見、④地域づくり・資源開発、⑤政策形成）

レベル 会議名 会議の概要 会議の機能
① ② ③ ④ ⑤

市

地域ケア会議
（高齢者支援に関わる
機関の代表者）

高齢者支援に関わる機関の代表者による情報交
換、地域課題の解決に向けた検討

○ ○ ○

地域ケア会議
（地域課題）

地域課題についての掘り下げた検討 ○

日常生活圏域 地域ケア会議
（川井地区）

地区単位での関係者による地域課題の発見・
共有

○ ○ ○

個別 地域ケア会議
（個別ケース検討型）

個別ケースの検討、地域課題の発見・共有 ○ ○ ○

＜地域ケア会議の特徴＞
・これまでの積み重ねを活かした既存会議の活用と全体構想における各会議の位置付けの明確化
・日常生活圏域や医療連携等の新たなネットワーク構築の必要性の認識と必要な会議体の設置
・地域ケア会議以外のネットワークとの連携と全体構想のイメージ化

＜特徴的な成果の一例＞
　個別ケースの検討を積み重ねたことにより、市の代表者レベルの地域ケア会議で、医療ニーズの高い
利用者の受け入れが可能な介護施設等が少ないことが地域課題として取り上げられました。この課題
は、地域課題検討型の地域ケア会議にて協議され、多職種の意見がまとめられました。ここでの結果
が再度代表者レベルの会議に報告され、現在は解決に向けた検討が進められています。
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　宮古市の状況と課題

宮古市について

　宮古市は平成17年の宮古市・田老町・新里村の合併、さらに
は平成22年の川井村の編入を経て現在の形になっており、面積
は全国で8番目、東北では2番目の大きさとなる約1,260平方キロ
メートル、岩手県の東端で、市の西側は県都盛岡市と、南側は
花巻市・遠野市・山田町、北は岩泉町に接しています。リアス
式海岸の景観が広がる「陸中海岸国立公園」や風光明媚な「早池峰
国定公園」などの自然公園をはじめ、豊かな自然に恵まれ、夏は
涼しく冬は積雪があまりみられない、比較的温暖な暮らしやす
い気候となっています。
　平成23年の東日本大震災により、特に沿岸部が大きな被害を
受け、現在復興への歩みを進めています。

宮古市の特徴・現状

　宮古市には在宅医療を推進する医療機関が少なく、また、在
宅での看取りが難しい状況があります。
　さらに、介護従事者の人材が不足しているため、人材不足に起
因する課題が発生しやすい現状があります。また、地域包括支
援センターなどにおいても、マンパワーが不足している状態で
あり、人口規模からすると3ヵ所の地域包括支援センターの設置
が必要としつつも、直営で1ヵ所という設置状況となっています。
　そのほか、例えば家族が体調を崩した等の理由により在宅で
介護できなくなった場合に、ショートステイが利用できない（レ
スパイトケアができない）ことがあり、施設入所に移行せざるを
得ないケースもあるなど、医療ニーズの高い高齢者を受け入れ
ることのできる施設等が少ないことに起因する課題も発生しや
すくなっています。

宮古市の目指す地域包括ケア

　宮古市では第5期介護保険事業計画において、①すべて
の高齢者が生きがいを持って生活できるよう、その支援を
すること、②介護を必要とする人が、住みなれた地域の中
で、必要かつ十分なサービスを受けられる体制を築くこと、
③介護を必要としない人が、将来にわたってその状態を維
持できる環境を整えること、の3点を基本理念として掲げ
ています。
　そして、右図に示されている地域包括ケアシステムの構
築を目指しています。

　合併等で広大な面積を持
つ自治体の場合、地域住民
の日常生活圏域をどのように
設定しながら、総合相談支援
の窓口や拠点設定をしていく
のか、地域包括ケアのネット
ワーク形成をどのような単位
で構築していくのか、地域ケ
ア会議の設定をどのような範
囲で構造化していくのかとい
うことが共通課題となりま
す。

▲委員会コメント

　自治体の面積や人口等を勘
案して、今後の地域包括支援
センターの設置数やマンパ
ワーの基盤整備について課題
設定を明示されています。今
後は地域包括支援センターと
サブセンターやブランチセン
ターの役割を明確にし、関係
者や住民に理解しやすいよう
に仕組みを説明していくこと
も重要になってくると考えら
れます。

▲委員会コメント
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　地域包括ケアの実現に向けた地域ケア会議の構築

1．宮古市の地域ケア会議の全体像
地域ケア会議の構成

　宮古市の地域ケア会議は全て地域包括支援センターにより開
催されており、市レベルで開催される『地域ケア会議（高齢者支
援に関わる機関の代表者）』、個別課題解決を目指した『地域ケア
会議（個別ケース検討型）』のほか、地域課題の検討に特化した『地
域ケア会議（地域課題）』、市内の川井地区での課題解決を目指し
ている『地域ケア会議（川井地区）』で構築されています。
　また、他の会議として、「医療と介護の連携委員会」も地域ケ
ア会議と密接な連携が図られており、地域ケア会議の全体像を
考えるうえで重要な会議となっています。

　将来的には「宮古市地域包
括支援センター運営協議会」
や「宮古市いきいきシルバー
ライフ推進協議会」を活用し、
介護保険事業計画などに反映
させることでの政策形成機能
を付与していきたいと考えて
います。

▲実施者コメント

　地域ケア会議は地域包括ケ
アシステム構築を目的とした
一つの方法ですが、宮古市の
ように各会議の役割と全体像
を明らかにして、全体のイ
メージ図を作成して関係者や
住民に明示していくことが、
関係者の共通理解を促してい
きます。

▲委員会コメント
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　個別ケースの検討と地域課
題の発見・解決に向けた検討
を行う場を連動させることを
考え方のベースとして、地域
ケア会議を構築しました。

▲実施者コメント
2．地域ケア会議の構築過程と今後の展望
（１）地域包括支援センターと地域ケア会議の設置・構築
　宮古市の地域ケア会議は、現在の構築となる以前より実施さ
れていた、①関係機関の代表者レベルにより地域課題の吸い上
げが行われていた「地域ケア会議」が『地域ケア会議（高齢者支援
に関わる機関の代表者）』に、②個別の処遇困難ケースについて、
その支援方針を検討してきた「ケア会議」が『地域ケア会議（個
別ケース検討型）』に位置づけられ、さらに、③地域課題の理解
を深めることを目的とした『地域ケア会議（地域課題）』と、④宮
古市内の川井地区の課題検討に特化した『地域ケア会議（川井地
区）』が新たに設置されることで構築されています。

既存の会議を地域ケア会議に位置づけ

　平成12年、介護保険が施行され、介護サービスの充足が目指
されているなか、宮古市では在宅介護支援センター主催による
「地域ケア会議」を設置しました。その機能として、「だれが、ど
このサービスを、どれぐらい受けているか、保険者と事業所で
共有する」ことが目指されていましたが、徐々に介護サービスも
充足されていき、設置当初とは異なる課題が見えるようになっ
ていきました。例えば、医療ニーズの高いケースに関する医療
との連携などです。
　宮古市では、このような新たな課題に対応していくために、ま
た、地域包括ケアシステムの構築に向けた重要な一手法として地
域ケア会議が位置づけられたことから、平成24年に保険者・地
域包括支援センターを中心に医療関係者を含む市内の様々な関

 

＜地域ケア会議構築の流れ＞ 

 
 

個別レベル 日常生活圏域レベル 市町村レベル その他の取り組み

・介護保険施行時の関係者
間での情報共有

・介護支援専門員の資質向
上を目指した様々な取り
組み

・震災後の被災地支援会議
など

・医療と介護の連携委員会
・ケアマネジメント部会
・復興支援会議
・被災者支援会議

地域ケア会議

＜新設＞

徘徊高齢者などの
見守りについての
個別事例検討会

地域ケア会議

（高齢者支援に関わる機関
の代表者レベル）

目的：
・代表者レベルでの情報交換
・地域課題の解決に向けた検討

（→P73） （→P78)

（→P76）

（→P75）

地域ケア会議
（個別ケース検討型）
目的：
・個別ケースの検討

地域ケア会議
（川井地区）

目的：
・地区単位の地域課題の
発見・共有

＜新設＞

地域ケア会議
（地域課題）

目的：
・地域課題についての掘
り下げた検討
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係者との協議を重ね、翌年の平成25年より既存の会議を現在の
地域ケア会議として構築しました。

①『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』設置の経緯
　宮古市では、平成12年より宮古市在宅介護支援センター（基幹
型）の主催で「地域ケア会議」を開催してきました。平成18年に
地域包括支援センターが設置されてからも継続され、１か月に1
度のペースで開催されていました。
　「地域ケア会議」は市内の事業者が感じている地域の課題を吸
い上げることを主目的として開催されており、高齢者支援に関わ
る関係機関の代表者レベルが選定・招集されてきました。また、
関係機関間での連絡会としての側面もあり、各機関のその時々
の活動や課題、そのほか保険者として関係者間で周知・共有が
必要な事項の連絡などが行われる会議でした。
　平成25年に宮古市の地域ケア会議を整備する際、『地域ケア会
議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』として、地域ケア会議構
築の中心に位置づけ、多職種間連携の円滑化、地域課題の発見・
検討を行う場として、引き続き開催されています。また、『地域
ケア会議（個別ケース検討型）』との連携を図り、個別ケースの積
み重ねから地域課題を抽出していく機能を強化することとして
います。

②『地域ケア会議（個別ケース検討型）』設置の経緯
　宮古市では、平成25年の地域ケア会議構築以前より、個別の
処遇困難ケースの支援方針を検討する会議として、「ケア会議」
を開催していました。
　当時は1つ1つのケースの課題解決を主目的としており、その
個別課題の中から地域の課題や、それにつながる共通因子を探
る視点は付与されていませんでした。
　そのため、平成25年6月に、個別ケースの背景にある地域課題
を探る視点を付与し、『地域ケア会議（個別ケース検討型）』とし
て位置付け直し運営しています。

地域ケア会議として新設された2つの会議

③地域課題を検討する『地域ケア会議（地域課題）』の設置
　宮古市では、平成25年に『地域ケア会議（地域課題）』を地域ケ
ア会議の1つとして新たに設置しています。
　この会議は、『地域ケア会議（個別ケース検討型）』と『地域ケア
会議（高齢者支援に関する機関の代表者）』により発見された地域
課題について、地域のショートステイやデイサービス、訪問介

　宮古市が取り組んだよう
に、自らの地域がこれまで積
み上げてきたネットワークや
会議の取り組みを冷静に振り
返り、継続していくべきもの、
改善していく必要があるも
の、今後新たに構築が必要な
ものを分析していくことが重
要です。各地域にはこれまで
のネットワーク形成の積み重
ねがあります。これまでの地
域の積み重ねをしっかりと評
価し活かしていく視点が必要
となります。

▲委員会コメント
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護や看護などの事業別の参加者により検討し、それぞれの立場
からの問題点や意見をまとめ、課題の理解を深めることを目的
としています。
　ここでの検討内容は『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関
の代表者）』で報告され、課題解決に向けた方策や方向性が検討
されます。

④川井地区の課題検討に特化した『地域ケア会議(川井地区)』の設置
　宮古市には8つの日常生活圏域がありますが、その中でも高齢
化率が高く、かつ面積が広大なため、地区の隅々まで介護サー
ビスが入りきれていない川井地区について、平成25年より日常
生活圏域での『地域ケア会議（川井地区）』を設置しました。
　『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』での議題
や検討を踏まえ、川井地区における地域課題の発見・共有を行
う場として、地区単位での関係者が参加し開催されています。

（２）地域ケア会議の今後の展望

　前述の通り、宮古市には8つの日常生活圏域が設定されていま
すが、それぞれの圏域内での地域ケア会議をはじめとした活発
な活動はこれまでに行われてきていません。そのことから、『地
域ケア会議（川井地区）』をモデルとして、各日常生活圏域単位で
の地域ケア会議の設置も含め、地域ケア会議全体の構成を今後
も検討していくこととしています。
　また、地域ケア会議の構成に限らず、日常生活圏域自体の見
直しも視野に入れ、検討していくこととしています。

　宮古市の高齢化率は32.1%
ですが、川井地区のみ見た場
合、45.0%となっています。

▲実施者コメント

　今後、日常生活圏域レベル
での会議が設置されていくこ
とで、個別レベル⇔日常生活
圏域レベル⇔市全域レベル、
といった3層構造のネット
ワーク形成と課題検討が可能
な地域ケア会議の全体構想が
組み立てられます。
　広大な面積を持つ自治体と
して、個別レベル⇔日常生活
圏域レベル⇔市全域レベルの
ネットワークの相互作用関係
を作っていくことは大変な取
り組みと考えられます。
　宮古市民の目線に立ったと
きにどのような仕組みの構築
が必要となるのかという基本
視点を忘れずに、今後の宮古
市の地域包括ケアの仕組み
づくりを期待したいと思いま
す。

▲委員会コメント
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　宮古市がこれまで取り組ん
できた情報共有、研修会や説
明会を活用した地域関係者の
関係構築の取り組みはケアマ
ネジメントの重要な基盤とな
ります。個別支援レベルの地
域ケア会議のみが包括的・継
続的ケアマネジメント支援の
方法ではなく、地域レベルの
研修会開催によるスキルアッ
プ、事例検討会の開催、専門
職同士の横のネットワーク構
築を目的とした連絡会開催の
支援、地域の多様な社会資源
と介護支援専門員との出会い
の場づくりといった、さまざ
まな方法、取り組みが地域で
は構想できます。
　また、社会福祉協議会が主
催している「被災者支援会議」
による関係者のネットワー
ク構築は、地域包括ケアネッ
トワーク構築の視点からも重
要です。地域包括ケアにおい
ては、ケア関係の専門機関の
ネットワーク構築とともに、
社会福祉協議会が推進する地
域福祉推進活動との連携が不
可欠となるからです。

▲委員会コメント

＜コラム＞

地域の関係者との関係づくり
介護保険施行時の情報共有
　平成12年の介護保険施行に際し、宮古市では保険者が主体的に介護保険
についての説明会を実施し、市内の関係機関に「困りごとがあった場合は
すぐに連絡してほしい」旨を伝えてまわりました。また、介護保険に関す
る資料などはすべて関係機関に配布し、情報の共有を徹底してきました。
　そのような活動の中で、「どのようなサービスにおいても、公平公正か
つ満足できるサービスを、保険者の目に見える状況で提供したい」という、
保険者としてのビジョンを周知・共有してきました。

介護支援専門員との関係性
　宮古市では、ケアマネジメントのキーパーソンは介護支援専門員だと考
えています。そのため、介護保険施行に際する説明会などを行う中で、各
医療現場などで介護支援専門員資格の取得を求めてまわりました。
　また、その後も保険者が主体的かつ継続的に介護支援専門員のスキル
アップに取り組んでいます。
　これらの活動により、平成12年より現在に至るまで、保険者と介護支援
専門員の連携が図りやすくなっており、良好な関係が構築されています。

その他の機関との関係性
　宮古市では、これまでの関係構築の成果もあり、さまざまな関係機関と
相互連携を図るうえでの比較的良好な関係の構築ができています。その背
景には、情報の共有の徹底や、研修会や説明会における関係機関間の助け
合いを図ってきたこと、関係性を構築しやすい人口規模などがあります。
　それと同時に、震災後には、社会福祉協議会が主催する「被災者支援会議」
が設置され、警察や消防、保健所、様々な支援団体などが参加し震災支援
についての検討を行う場となっています。このような土壌が、現在におけ
る関係機関との良好な関係を構築してこれた一つの要因となっています。

　これらの活動により、施行
当初より介護保険についての
意識の共有がされていたのだ
と思います。

▲実施者コメント
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　宮古市の地域ケア会議の具体的内容

1．個別レベル地域ケア会議
（１）地域ケア会議（個別ケース検討型）

主　催 開催頻度
地域包括支援センター 非定例（随時開催）

対象範囲 会議参加者・司会役
個別レベル 随時選定・司会役固定

①『地域ケア会議（個別ケース検討型）』の目的・目標
　『地域ケア会議（個別ケース検討型）』は、地域の介護支援チー
ムが協働して、高齢者の個別課題の解決を図るとともに、介護支
援専門員の自立支援に資するケアマネジメントの実践力を高め
ることと、地域包括支援センターの機能を強化することも目的・
目標として開催されています。

②『地域ケア会議（個別ケース検討型）』の運営

趣旨説明
　『地域ケア会議（個別ケース検討型）』では、会議の冒頭で司会
者による会議の趣旨説明が行われます。その際、個別ケースの
解決に限らず、個別課題の裏側にある地域課題を見る視点を持
つことを説明することで、参加者が地域を見る視点を持ったう
えで個別ケースの検討が行えるように留意しています。
　なお、司会は地域包括支援センター職員が担います。

事例選定・日程調整など
　『地域ケア会議（個別ケース検討型）』は非定例による随時開催
とされており、地域ケア会議に位置付けられた平成25年は、こ
れまでに存在した事例の中から、地域の関係者による検討の必要
性がある事例を選定し、1回1事例について検討を行っています。
　今後、事例の選定方法・提出方法について、改めて検討して
いくこととしています。

③『地域ケア会議（個別ケース検討型）』の成果
　『地域ケア会議（個別ケース検討型）』のなかで、処遇困難ケー
スについて関係者が一堂に会し、その支援方針を検討していく
ことで、それぞれの関係機関の取り組みを共有することができ
ています。その結果、参加者が各々の機関の専門性を把握して
いけていること、また、直接連絡・相談ができる関係が構築さ
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れていることが成果といえます。
　会議を主催する地域包括支援センターの視点からは、『地域ケ
ア会議（個別ケース検討型）』の開催を積み重ねていくことで、参
加者が地域を見据えた個別ケース検討を行うことができるよう
になっていく実感が得られています。

④地域ケア会議やその他の会議・活動との関係
地域ケア会議との関係
　『地域ケア会議（個別ケース検討型）』での検討内容は、『地域
ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』に報告され、個別
ケースの積み重ねのなかにある地域課題や、課題となり得る共通
因子を拾い上げ、具体的な地域課題の発見へとつなげています。

他の会議・活動との関係
　「ケアマネジメント部会」との連携強化が図られており、『地域
ケア会議（個別ケース検討型）』での検討を踏まえ、「ケアマネジ
メント部会」における研修内容などを決定しています。

　宮古市の構想として、『地
域ケア会議（個別ケース検討
型）』から積み上がってきた地
域課題は代表者レベルの地域
ケア会議に報告されていく仕
組みとなっています。そこで
の課題把握が必要であれば、
『地域ケア会議（地域課題）』に
つなげて掘り下げた検討が行
われ、その検討結果がまた代
表者レベルの会議に返されて
いく仕組みとなっています。
　また、地域課題が「ケアマ
ネジメント部会」における研
修内容に反映されている点も
相乗効果のある有効な取り組
みだと考えられます。

▲委員会コメント
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2．市町村レベル地域ケア会議
（１）地域ケア会議（地域課題）

主　催 開催頻度
地域包括支援センター 非定例（随時開催）

対象範囲 会議参加者・司会役
市レベル 随時選定・司会役固定

①『地域ケア会議（地域課題）』の目的・目標
　『地域ケア会議（地域課題）』は、『地域ケア会議（個別ケース検
討型）』や『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』で
の検討により明らかにされた地域課題について、より掘り下げ
た検討を行う場です。

②『地域ケア会議（地域課題）』の運営
　『地域ケア会議（地域課題）』の開催テーマは、
その時々の地域課題により変化します。また、そ
の開催テーマにより、参加者は随時選定すること
としていますが、司会進行は地域包括支援セン
ター職員が担います。
　平成24・25年は「医療ニーズの高い利用者への
支援について」をテーマとして開催され、居宅支
援事業所、短期入所事業所、通所介護事業所、訪
問介護事業所、小規模多機能型居宅介護など、そ
れぞれのサービス事業ごとに関係者の参加を呼
びかけました。
　それぞれのサービス事業ごとに、その視点から
感じる課題や、多職種間での連携についての意
見、今後の展望などを共有することで課題の解決
に向けた検討を行っています。

③その他の会議・活動との関係
　『地域ケア会議（地域課題）』での検討は、保険者と地域包括支
援センターにより取りまとめられ、課題の解決に向けた検討を行
う場である『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』
へと提出します。

     平成２４年度 地域ケア会議（医療依存の高い利用者への支援ついての話し合い）実施結果 

 日時 参加者 出席状況 討議内容 

1 5 月 23 日（水）

13：30～ 
居宅支援事業所 
(介護支援専門員) 

出席：19 事業所

    ２４人 
・在宅で生活するには毎日の介護サービスとレスパイトケアのための短期入所が必要だが、

利用できない・利用を断られるのが現状。断る事業者側の状況も理解できるが、断る際にケ

アマネの話をきちんと受け止めてくれる関係があれば今の状況も変わるのではないか。 

・医療依存が高いケースは介護者が高齢であると支援も難しい。処遇困難ケースが増加して

いる中で、ケアマネ支援を地域ケア会議や包括支援センターに求めたい。 

・介護サービス利用が困難なときはケアマネ自身のケアプランを見直すことも必要では･･・。 

 

2 7 月 20 日（金）

13：30～ 
短期入所事業所 
居宅支援事業所 
 

出席：14 事業所

(短：9、居：5) 
    ２０人 

・長期入所者も経管栄養等増えてきており、ショートで医療依存の高い利用者を受け入れる

となると看護師の負担が大きくなり看護業務が回らなくなるので利用調整している。 

・利用にあたり、正確な情報と緊急連絡先をしっかり教えてほしい。必ずしも「無理！」と

言うことではない。連絡を密に取り合う関係性であれば、前向きに利用検討出来る。 

・緊急時という状況・内容についてケアマネのとらえ方も大きい。緊急＝ショートではなく

別のサービス利用で対応できないものか？「緊急」の内容により出来るだけ対応している。 

 

3 8 月 21 日（火）

17：30～ 
通所介護事業所 
通所リハ事業所 
居宅支援事業所 
 

出席：27 事業所

(通：22、居：5)
    ３５人 
 

・出来るだけ受け入れたいし実際受け入れているが、看護師がいなかったり休むベッドが少

ないので受け入れが難しい現実もある。 

・医療依存が高いケースなので医療情報・緊急時の連絡先をきちんと教えてほしい。 

・小規模デイであってもケアマネからきちんとした情報をいただいて自分たちが出来ること

を判断出来れば受け入れも検討する。 

4 10 月 23 日（火） 訪問看護事業所 
居宅支援事業所 

出席：7 事業所 
(看：2、居：5) 
    １１人 
 

・医療依存の高い利用者は増える一方であるので訪問看護の需要は高いが、限られた事業所

限られた人員で業務しているので多忙である。訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝと連絡がとれない。 

・医療依存の高い方が退院するときの病院側の退院指導にも問題があるのではないか。 

・宮古市は地域が広く全てには対応できないが、今後は各診療所と連携し在宅医療のあり方

を考えていかなければならない。 

・在宅での看とりや死生観について、支援者は学習しなければならない。 

・ケアマネと訪問看護事業所とのコミュニケーションのとり方。 

 

5 12 月 21 日（金） 訪問介護事業所 
居宅支援事業所 

出席：13 事業所

(へ：10、居：3)
    １８人 
 

・訪問介護業務のグレーゾンについて…。（褥瘡処置、通院乗降介助等） 

・ケアマネとのコミュニケーションのとり方。 

・退院決まったので早急にサービス提供を･･と急に依頼されるケースが増えている。ケアマ

ネも利用者の情報がわからないままサービス利用となるので大変。 

 

6 2 月 21 日（木） 小規模多機能型居

宅介護 
出席：4 事業所 
(小規模：４) 
    １１人 

・小規模多機能型介護事業所の看護師の業務としてどこまで出来るのか。また、事業所で医

療依存の高い利用者を受け入れることで、小規模としての本来のケア（在宅生活を支えるこ

と、認知症や独居の方への介護）が制限される。 

・住民は小規模多機能というサービスを理解していないと思う。あずかってもらえればいい

と思っているので、いろいろな状況に対応しなければならない。 

・地域密着サービスということで、地域との関わり方について。地域と関わる必要性は理解

しているがその活動は業務の中でも負担である。 
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（２）地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）

主　催 開催頻度
地域包括支援センター 定例（年6回）

対象範囲 会議参加者・司会役
市レベル 参加者固定・司会役固定

①『地域ケア会議(高齢者支援に関わる機関の代表者）』の目的・目標
　『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』は、高齢
者支援に関わる機関の代表者により、情報交換を行うことで多
職種間での連携を円滑に進めることを目的として開催されてい
ます。また、宮古市における地域課題について、市内の代表者
レベルの参加者による検討を通じ、その解決に向けた方策や方
向性を導き出すことも目標としています。

②『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』の運営
事例選定
　『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』で検討す
るテーマは、『地域ケア会議（個別ケース検討型）』の積み重ねや、
その他のさまざまな取り組みから発見される地域課題から決定
されます。
　例えば平成25年では、ａ）医療ニーズの高い利用者を受け入
れられる場所が少ないことについて、ｂ）在宅での看取りがむず
かしい状況であることについて、ｃ）市内の介護従事者のマンパ
ワー不足について、などがテーマとして選定されました。

開催日程、会議参加者など
　『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』の開催は、
前身の会議であった「地域ケア会議」からの体制を引き継ぎ、隔
月開催とされています。
　参加者は行政（福祉課、健康課、介護保険課）、保健福祉環境
センター、県立宮古病院地域医療福祉連携室、薬剤師会、地域
包括支援センターのほか、社会福祉法人をはじめとした関係法
人の代表者を選定しています。基本的には参加者固定としてい
ますが、必要に応じ、追加・変更を行うこととしています。
　司会進行は地域包括支援センター職員が担います。
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　関係者間での情報共有から
見えてくる地域課題は、介護
保険サービス中心の課題が多
かったのですが、個別課題か
ら抽出された地域課題は医
療・介護の連携や在宅医療の
課題が多く見られました。

▲実施者コメント

③『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』の成果
　開催テーマごとに多職種の活動報告が行われることにより、そ
れぞれの活動状況が理解できる場となっています。
　さらに、各介護事業所間の代表者レベルでの顔の見える関係
が構築されています。
　前身の「地域ケア会議」の頃より、関係者間での活動報告から
地域課題を把握する機能を有していましたが、地域ケア会議に
位置付けた平成25年からは、『地域ケア会議（個別ケース検討型）』
との連携から、個別課題の中から見えてくる地域課題も抽出す
ることができるようになっています。

④地域ケア会議やその他の会議・活動との関係
地域ケア会議との関係
　『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』は宮古市
の地域ケア会議の中心として、『地域ケア会議（個別ケース検討
型）』『地域ケア会議（地域課題）』『地域ケア会議（川井地区）』と
の双方向での連携が図られています。
　『地域ケア会議（個別ケース検討型）』との相互連携により発見
された地域課題は、『地域ケア会議（地域課題）』へと移行し、そ
の具体的な問題点などについて検討された後、最終的に『地域ケ
ア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』へと戻され、解決に
向けた検討が行われます。
　また、『地域ケア会議（川井地区）』での検討議題は『地域ケア会
議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』での検討を踏まえ決定さ
れています。

他の会議・活動との関係
　「医療と介護の連携委員会」での検討から明らかにされた地域
課題は、『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』に
てテーマとして取り上げる形での連携が図られています。
　今後、医療に関わる課題が「医療と介護の連携委員会」に集ま
り、そこでまとめられ発見された地域課題を『地域ケア会議（高
齢者支援に関わる機関の代表者）』にて解決に向けて検討してい
く構成をより明確なものにしていくこととしています。

　各種ケア会議などを活用し
た地域の関係者が「顔の見え
る関係」になっていくこと、
互いに相談しあえる関係に
なっていくことが地域包括ケ
アネットワーク形成の土台で
あり、基本となります。

▲委員会コメント

　宮古市では各種会議の相互
作用関係を意識した取り組み
が行われています。地域の状
況をアセスメントしながら、
圏域レベルや目的別のケア会
議の相互作用関係の構築、地
域ケア会議以外のネットワー
クとの相互作用関係の構築は
重要な取り組みとなります。
　各種会議の開催自体が目的
化してはならず、相互の連携
とネットワークを活用して地
域課題を明確化しながら、具
体的に課題に取り組んでいく
仕組み構築は、どの地域でも
共通して必要な取り組みとな
ります。

▲委員会コメント
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3．日常生活圏域レベル地域ケア会議
（１）地域ケア会議（川井地区）

主　催 開催頻度
地域包括支援センター 定例（年6回）

対象範囲 会議参加者・司会役
日常生活圏域レベル 参加者固定・司会役固定

①『地域ケア会議（川井地区）』の目的・目標
　『地域ケア会議（川井地区）』は、宮古市内でも高齢化率が高く、
かつ面積が広大なため、地区の隅々まで介護サービスが入りき
れていない川井地区における課題の発見・共有を行う場として、
地区単位での関係者が参加し開催されています。

②『地域ケア会議（川井地区）』の運営
事例選定
　『地域ケア会議（高齢者支援に関わる機関の代表者）』での検討
内容を踏まえ、川井地区におけるその時々の課題をテーマにし
て開催されています。
　平成25年では、川井地区における多職種の連携をテーマとし、
それぞれの役割や取り組みを共有することとしています。そし
て、そこから発見される地区レベルでの課題については、今後
解決に向けた検討を行うことを予定しています。

会議の参加者
　会議参加者はテーマに合わせて固定されており、地域包括支
援センター、社会福祉協議会（川井支所）、保健センター、医療・
介護関係者から選定されています。
　司会進行は地域包括支援センターが担います。

③地域ケア会議との関係
　『地域ケア会議（川井地区）』の検討内容は『地域ケア会議（高齢
者支援に関わる機関の代表者）』で報告されます。
　今後、この『地域ケア会議（川井地区）』をモデルとして、他の
日常生活圏域における地域ケア会議の展開を検討していくこと
としています。
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　その他の会議・取り組み等

　宮古市の地域ケア会議と関係の深い会議として、①医療と介
護の連携委員会、②ケアマネジメント部会、③震災支援に係る
諸会議、があげられます。

①医療と介護の連携委員会
　「医療と介護の連携委員会」は、平成25年7月より稼働した宮
古市医療情報連携ネットワーク「みやこサーモンケアネット」を
実施するうえで発足した「宮古市医療情報連携ネットワーク協議
会」の中のシステム部会の下に位置づけられる会議です。
　医療と介護の連携に関するしくみづくりを目的として開催さ
れており、医師会、宮古病院、介護支援専門員協会、訪問看護代表、
行政（健康課）、地域包括支援センターが参加しています。また、
今後歯科医師会、薬剤師会、社会福祉協議会からの参加も見込
まれています。
　この会議の議題は、参加者が自主的に事例を提出し、その事
例やそこから見える地域課題などについて検討をします。
　地域ケア会議との有機的な連携が図られており、医療的な課
題については「医療と介護の連携委員会」に集め、ここでの解決
を図り、地域の課題については『地域ケア会議（高齢者支援に関
わる機関の代表者）』で解決を図る構想が考えられています。

＜コラム＞

みやこサーモンケアネット

　みやこサーモンケアネットとは、みやこ市内の医療機関・薬局・介護事
業所（主に介護支援専門員と訪問看護）がネットワークでつながり、各々
の持っている情報を共有しながら、市民全体を支えていこう、という目的
のものです。
　宮古市の中核病院である宮古病院のデータをベースとして作成されてお
り、開業医などがそのデータを活用することで、二重投薬や同一検査の繰
り返しを防ぐことができます。また、訪問看護の場合であれば、褥瘡の状
態をデータベースにあげ、ネットワーク上で主治医の指示をもらうことも
可能となっています。
　介護支援専門員の活用法についても、個人の基本情報に関することを、
要介護認定の更新期などに合わせて主治医に情報提供し、そこから家族支
援などに結びつけていく、などの活用が望まれています。
　みやこサーモンケアネットの事務局は医師会が担っています。

　医療と介護の連携強化は、
地域包括ケアシステム構築の
なかでも中心課題の一つとな
ります。そのための仕組みづ
くりは全国共通の課題となり
ます。
　医療的な課題は「医療と介
護の連携委員会」で検討し、
地域課題は『地域ケア会議（高
齢者支援に関わる機関の代表
者）』で解決を図る役割分担の
構想も立てられています。
　今後は、全体の役割分担を
分かりやすくイメージ化し、
地域関係者間や市民に対して
各会議やネットワークの役割
を分かりやすく伝えていく取
り組みが必要となってくると
考えられます。

▲委員会コメント
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②ケアマネジメント部会
　地域ケア会議と近しい存在として、「ケアマネジメント部会」
があり、介護支援専門員のスキルアップを図るための研修会な
どが企画されています。
　「ケアマネジメント部会」は地域ケア会議などの検討結果を踏
まえ、地域の実情に則した研修などが企画されています。また、
反対に「ケアマネジメント部会」の中での情報共有から、新たな
地域課題についての視点などが発見されることもあり、地域ケ
ア会議全体と有機的に結びついた会議となっています。

③震災支援に係る会議
　震災支援に係る会議として「被災者連絡調整会議」や「復興支援
センター連絡会議」などがあげられます。
　「被災者連絡調整会議」は被災者支援室が主催しており、被災
者の個別支援についての検討を行うこともあります。ここで問
題が起こったり、経過報告をするなかで引き続き検討が必要と
なるようなケースが、『地域ケア会議（個別ケース検討型）』にて
引き継がれることもあります。
　「復興支援センター連絡会議」は社会福祉協議会が主催してお
り、こちらは被災者支援を行っている団体が参加したうえで、被
災者支援の調整を行う会議となっています。

　東日本大震災において沿岸
部が被災した宮古市における
地域包括ケアの取り組みは、
復興支援、被災者支援の取り
組みと連携した取り組みと
なっています。
　地域包括ケアの取り組みは
「地域づくり」や「福祉のまち
づくり」の取り組みと重なり
ます。主人公は地域住民であ
り、地域包括ケアの取り組み
の目的は、地域住民の福利の
向上にあります。
　地域ケア会議をはじめとし
た各種会議やネットワーク構
築はそのための手段であり、
保険者や地域包括支援セン
ターをはじめとした関係機関
は本来の目的を忘れてはいけ
ないことを、これまで積み上
げてきたネットワークを大切
に活かして連携していく宮古
市の取り組みは教示していま
す。

▲委員会コメント


